
（１）若い世代を中心とした食育の推進

　①就学前の子供に対する食育の推進

事業・取組名 内　　　容 実施状況（4月～12月） 実施状況（1月～3月） 課室名

1

歯科疾患予防推進事業 幼児に対し、口腔に関する正しい知識の普及と実践につな
げるため、幼稚園等において出前教室を開催
※よく噛んで食べる習慣をつけるため、一口30回噛むこと
を目標とした「カミング３０」についての実践を促進

子供のむし歯予防や食べる機能について記載した「乳幼
児のためのむし歯予防ハンドブック」を作成し、市町村を通
じて妊婦や乳幼児の保護者に配付。

健康推進課

2

食育研修会 就学前の幼児の健全な発育及び健康の維持・増進を図る
ため、保育所や幼稚園、認定こども園等の食育担当職員
に対し、食育推進への認識を深めることを目的に、食育に
関する研修会を開催

実施日及び場所：
日時　令和5年9月30日
会場　情報交流センターBig・U
内容　「アレルギーの理解、アレルギー疾患の理
　　　　解」についての講義を実施

実施日及び場所：
日時　令和6年1月27日
会場　オンライン
内容　「食と子育て、食育計画の作成と活用」についての
　　　　講義を実施

義務教育課

②学校における食に関する指導の充実

事業・取組名 内　　　容 実施状況（4月～12月） 実施状況（1月～3月） 課室名

1

学校における消費者教育 学校における消費者教育を推進するため、講師を派遣
授業内容は、契約や金融・金銭教育の他、食育（良いおや
つの選び方、商品パッケージで学ぶ食品表示、コンビニ食
を使って学ぶ栄養バランス等）に関するもの

31校程度（うち食育3校程度）で授業実施 ７校（うち食育0校）で授業実施 県民生活課

2

歯科疾患予防推進事業
（再掲）

児童に対し、口腔に関する正しい知識の普及と実践につな
げるため、小学校等において出前教室を開催
※よく噛んで食べる習慣をつけるため、一口30回噛むこと
を目標とした「カミング３０」についての実践を促進

対象：小学生
参加者数：５校200名

健康推進課

3

梅干しで元気！！キャンペーン 県内小学校及び特別支援学校の児童・教職員を対象に、
日本古来の代表的な加工食品であり、県特産品である「梅
干し」の歴史、生産方法や機能性等を理解し、より一層身
近なものとして食する習慣を養うことを目的に、啓発キャン
ペーンを実施

実施時期：令和5年10月
対象：県内小学校、特別支援学校の児童及び職員
主催：県、県教育委員会、県漬物組合連合会
実施内容：
・「梅と梅干しについての出前授業」及び「梅干し贈呈式」
（7校）
・学習資料「梅と梅干しのお話」の配付
　（全小学校及び特別支援学校）
・県産梅干しの提供（全小学校及び特別支援学校）

農業環境・鳥獣
害対策室

令和５年度食育推進に係る県の取組実績
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事業・取組名 内　　　容 実施状況（4月～12月） 実施状況（1月～3月） 課室名

4

学校給食用牛乳への理解醸成 和歌山県牛乳協会と連携して、小学生を対象に牛乳・乳製
品等に対する理解と関心を高めるための取組を実施
・小学生を対象とした「出張！県政おはなし講座」の開催

「出張！県政おはなし講座」の実施
実施回数：計4回（7月 1回、8月 3回）

畜産課

5

「早ね・早おき・朝ごはん」実践 規則正しい就寝・起床の習慣や朝ごはんの大切さについ
て、県内の小学生、保護者に対して情報を提供

「やっぱり大切！早ね・早おき・朝ごはん！」ガイドブックを
訪問型家庭教育支援推進事業第１回・第２回専門講座、
PTA新任役員等研修会及び新・放課後子ども総合プラン
指導者研修会において参加者に配布（合計約240部）。

「早ね・早おき・朝ごはん！」ガイドブックを改訂し、令和６年
度小学校へ入学する県内すべての児童に配布。また、県
立図書館以外に、公民館や児童館等親子で利用できる社
会教育施設への設置を各市町村教育委員会を通じ依頼。
健康局健康推進課を通じ各市町村の子育て世代包括支
援センターへの設置を依頼。

生涯学習課

6

栄養教諭を中核とした食育の推
進

学校の栄養教諭が中核となって、各地域において、食育推
進の取組を強化

栄養教諭が、所属校及び他校で食育推進の中核となり、
地域の実状に応じた食に関する指導を実施：計画段階で
は、前年度と同じぐらいの訪問数となっている。

引き続き、栄養教諭が、各地域において学校における食育
推進の中核として、食に関する指導の全体計画に基づい
た食に関する指導を実施。

教育支援課

7

紀州わかやま食事バランスガイ
ドの普及啓発

県内全小学５年生を対象に、紀州わかやま食事バランスガ
イドと県産農林水産物等に関する教材を作成し・配付

・教材作成についての検討会を開催
　(6月12日、7月14日　計2回）
・教材4点を作成し、県食育月間の10月に合わせて配付
　紀州わかやま食事バランスガイドクリアファイル
　和歌山県の農林水産物、旬カレンダー等(A4両面資料)
　「食事バランスガイド」を使ってみよう！(A3片面資料)
　学習シール
・栄養教諭、家庭科教諭等により、授業で活用

栄養教諭、家庭科教諭、担当教諭等により、授業で活用 果樹園芸課

8

食育実践地域活動支援事業 地域特性を活かした体験や交流等を通じ、県民自らが食
について判断できるようにするための食育推進事業を実施
第3次和歌山県食育推進計画に基づく、新たな取組を実
施

実施主体
わかやま農業協同組合、和歌山市、株式会社フーズファイ
ル、紀の里農業協同組合、伊都地方農業振興協議会、社
会福祉法人 泉新会 輝きの森学園、有田川町、ありだ農業
協同組合

実施主体
わかやま農業協同組合、和歌山市、株式会社フーズファイ
ル、紀の里農業協同組合、伊都地方農業振興協議会、社
会福祉法人 泉新会 輝きの森学園、有田川町、ありだ農業
協同組合

果樹園芸課
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③学校給食の充実

事業・取組名 内　　　容 実施状況（4月～12月） 実施状況（1月～3月） 課室名

〇安定した供給体制の確立
　各市町村に働きかけ、取組の拡大を図る
〇学校給食への提供
　・みかん：11月14日～
〇学習活動の教材として提供
　家庭科（調理実習）や特別活動等の教材として提供、
　授業を実施
　・うめ：6月9日～6月20日、237校
　・もも：6月22日～7月14日、237校
　・かき：10月3日～10月13日、242校

〇安定した供給体制の確立
　引き続き、各市町村に働きかけ、取組の拡大を図る
〇学校給食への提供
　・みかん：～2月9日、368校

果樹園芸課

〇学校給食への提供
・ジビエ：11月2日～12月19日、196校に各1回提供
〇学校への出前授業の実施
・ジビエ：計6回（11月 4回、12月 2回）

〇学校給食への提供
・ジビエ：1月～2月、127校に各1回提供
〇学校への出前授業の実施
・ジビエ：計6回（1月 3回、2月 3回）

畜産課

○学校給食への提供
・魚：小中学校等273校を対象に、12月1日より提供を開始
・鯨肉：小中学校等331校を対象に、11月7日より提供を開
始

○学校給食への提供
・魚：3月19日まで提供
・鯨肉：2月28日まで提供

水産振興課

・（公財）和歌山県学校給食会と栄養教諭、学校栄養職員
等のニーズに合った県産品を使った加工品の開発
・栄養教諭、学校栄養職員等を対象とした「わかやまジビ
エ」を活用した調理講習会開催:開催回数１回　参加者２４
名
・「わかやまジビエ」に係る指導用資料の配布による保護者
等への啓発：約77,000部

・県産品斡旋物資拡大に向けた（公財）和歌山県学校給食
会との協議
・研修会において、栄養教諭、学校栄養職員等に学校給
食への地場産物の積極的活用について依頼

教育支援課

1

学校給食での和歌山産品利用
拡大戦略アクションプログラム

県産農林水産物の使用割合を増加させるための取組を実
施
・安定した供給体制の確立
・和歌山県産農水産物の提供
・学校給食向け加工品の開発と県産品斡旋物資の拡大
・県産品・ジビエの給食現場への導入支援
・「わかやまジビエ」の安全・安心の理解促進
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（２）健康寿命の延伸につながる食育の推進　

①生活習慣病の予防・改善にむけた食生活の推進

事業・取組名 内　　　容 実施状況（4月～12月） 実施状況（1月～3月） 課室名

1

食育実践地域活動支援事業
（再掲）

地域特性を活かした体験や交流等を通じ、県民自らが食
について判断できるようにするための食育推進事業を実施
第3次和歌山県食育推進計画に基づく、新たな取組を実
施

実施主体
和歌山市、一般社団法人和歌山県調理師会、伊都地方農
業振興協議会、ありだ農業協同組合

実施主体
和歌山市、一般社団法人和歌山県調理師会、伊都地方農
業振興協議会、ありだ農業協同組合

果樹園芸課

②健康づくり運動の推進

事業・取組名 内　　　容 実施状況（4月～12月） 実施状況（1月～3月） 課室名

1

育児期の親が集まる場を利用し
たワークショップ

乳幼児の親が集まる場（乳幼児健診等）を活用し、乳幼児
に対する健全な食習慣を始めとした生活習慣やその親の
生活習慣予防について実践的な学習の機会を提供

対象：乳幼児を育てる親
主催：各二次保健医療圏地域・職域連携推進協議会
実施回数：19回
参加者数：266名

対象：乳幼児を育てる親
主催：各二次保健医療圏地域・職域連携推進協議会
実施回数：31回
参加者数：479名

健康推進課

2

地域・職域おやこ食育教室 育児期の親と子供の適正な食習慣の定着をめざした食育
講習会を開催

対象：乳幼児の子供と親
委託団体：和歌山県食生活改善推進協議会
回数：26回
参加者数：714人

対象：乳幼児の子供と親
委託団体：和歌山県食生活改善推進協議会
回数：6回
参加者数：168人

健康推進課

3

企業・団体と連携した健康づくり
のための食育啓発事業

県民に対する健全な生活習慣への動機付け支援として、
各種健康チェック・栄養指導・運動体験等の普及啓発イベ
ントを各種企業・団体と連携し実施

事業見直しのため、わかやま健康と食のフェスタは中止 健康推進課

4

和歌山県のご当地「ハートレシ
ピ」を活用した減塩、野菜豊富
な食生活の啓発

「心臓に優しい食事」をコンセプトにしたハートレシピを活用
し、減塩（食塩相当量は１日6ｇ未満）、野菜豊富な（野菜の
量は１日350ｇ以上）食生活を啓発

場所：各県立保健所
実施回数：1回
参加者数：6名

場所：各県立保健所
実施回数：1回
参加者数：30名

健康推進課
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事業・取組名 内　　　容 実施状況（4月～12月） 実施状況（1月～3月） 課室名

5

「小・中・高から始める生活習慣
病予防」出張講座

児童・生徒の段階から取り組む生活習慣病予防等に関す
る知識を習得させるため、二次保健医療圏地域･職域連携
推進協議会から専門知識を有する者（医師、歯科医師、薬
剤師、保健師、管理栄養士等）が学校に出向いて講義を
実施

対象：県内の小学校・中学校・高校の児童・生徒・教員・保
護者
主体：各二次保健医療圏地域・職域連携推進協議会
実施回数：33回
参加者数：1,268名

対象：県内の小学校・中学校・高校の児童・生徒・教員・保
護者
主体：各二次保健医療圏地域・職域連携推進協議会
実施回数：26回
参加者数：1,958名

健康推進課

6

地域・職域出前講座 地域（保護者会等）や職域（事業所等）が実施する生活習
慣病予防などの健康講座へ二次保健医療圏地域・職域連
携推進協議会メンバ－（医師会、看護協会、栄養士会等）
が講師として出前講座を実施

対象：地域住民、職域（事業所等の職員）
主体：各二次保健医療圏地域・職域連携推進協議会
実施回数：8回
参加者数：263名

対象：地域住民、職域（事業所等の職員）
主体：各二次保健医療圏地域・職域連携推進協議会
実施回数：11回
参加者数：209名

健康推進課

（３）多様な暮らしに対応した食育の推進　

① 「和歌山県食育月間」の普及・定着

事業・取組名 内　　　容 実施状況（4月～12月） 実施状況（1月～3月） 課室名

1

県食育推進月間の取組（10月） 県や市町村、教育、農林漁業者、食品産業等の食育関係
者や団体等関係者が共通認識を持ち、県民運動として重
点的に食育推進を実施

〇県公報媒体（県民の友、テレビ、ラジオ、県公式ＳＮＳ）を
活用した普及啓発
〇和歌山放送（ラジオ）での普及啓発
・啓発スポット放送30回
・ラジオ健康相談での関係各課による啓発
・ラジオ番組「ボックス」での啓発

果樹園芸課

2

地域における日本型食生活等
の普及促進

県民のバランスのとれた食生活の実現、地産地消・地域食
文化への理解促進を図るため、「食生活指針」や「～紀州
わかやま～食事バランスガイド」等を活用した啓発事業を
実施

事業見直しのため、わかやま健康と食のフェスタは中止

〇食育普及啓発イベントの開催
　日時：令和5年11月25日
　場所：スーパーセンターオークワ パームシティ和歌山店
　内容：栄養士による食事指導
　　　　 野菜の重量(350ｇ）当てゲーム
　参加者：一般県民約80名

果樹園芸課
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②「共食」の推進

事業・取組名 内　　　容 実施状況（4月～12月） 実施状況（1月～3月） 課室名

1

子供食堂の取組支援
（①和歌山子供食堂支援事業）
（②わかやま子供食堂応援ネッ
トワーク事業）

①　すべての子供たちが安心して地域の大人とかかわり、
社会性をはぐくむ場として、食事を提供し、学習支援や地
域交流の拠点となる子供の居場所づくりに取り組んでいる
団体を支援

②　子供食堂と地域や行政、食材提供者等の関係機関を
つなぐネットワークの構築及びコーディネーター派遣による
子供食堂の活性化

①子供食堂新規開設、機能強化（学習支援、多世代交流）
の備品等購入費用補助
＜一次募集＞
・募集期間：令和５年４月～令和５年７月
＜二次募集＞
・募集期間：令和５年７月～※令和６年１月
（※申請時の状況による）　
・申請件数：２０件

②広報誌、TV、ラジオ、チラシ等を活用した普及啓発、８月
８日子供食堂交流会の実施

①令和６年１月末で募集終了
・申請件数２６件（新規２０件、既存６件）

②令和６年１月２９日
   和歌山県子供食堂トップセミナー開催
　（テレビ放送等で広報予定）

③令和６年３月１０日
テレビ和歌山きのくに２１でトップセミナーとこども食堂につ
いて紹介

子ども未来課

③地域や関係団体との連携

事業・取組名 内　　　容 実施状況（4月～12月） 実施状況（1月～3月） 課室名

1

地域における日本型食生活等
の普及促進　
（再掲）

県民のバランスのとれた食生活の実現、地産地消・地域食
文化への理解促進を図るため、「食生活指針」や「～紀州
わかやま～食事バランスガイド」等を活用した啓発事業を
実施

〇食事バランスガイド実践講座の開催
　日時：令和5年6月27日
　場所：和歌山大学
　参加者：経済学部　学生　約150名
〇食育普及啓発イベントの開催
　日時：令和5年11月25日
　場所：スーパーセンターオークワ パームシティ和歌山店
　内容：栄養士による食事指導
　　　　 野菜の重量(350ｇ）当てゲーム
　参加者：一般県民約80名

果樹園芸課

2

食育実践地域活動支援事業
（再掲）

地域特性を活かした体験や交流等を通じ、県民自らが食
について判断できるようにするための食育推進事業を実施
第3次和歌山県食育推進計画に基づく、新たな取組を実
施

実施主体
一般社団法人 和歌山県調理師会

実施主体
一般社団法人 和歌山県調理師会

果樹園芸課

3

わかやま食育情報発信誌
「食育通信」の発刊

県民に幅広く食育普及啓発を行うため、和歌山県における
食育の取組や関連情報を発信していくことを目的に発刊
・時期にあったコラム
・県農林水産物、食文化に関する情報提供
・県の取組、食育関係団体等の活動紹介

〇第29号（2023年秋冬号）発刊
時期：令和5年9月
部数：8,000部
内容：食育に取り組んでいる団体等の活動紹介、野菜の摂
取量について、旬のレシピ等

〇第30号（2024年春夏号）
時期：令和6年2月
部数：8,000部
内容：食育に取り組んでいる団体等の活動紹介、災害時の
食品備蓄について、郷土のレシピ等

果樹園芸課
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（４）食の循環や環境を意識した食育の推進

①地産地消の推進

事業・取組名 内　　　容 実施状況（4月～12月） 実施状況（1月～3月） 課室名

1

食育・地産地消週間
「ふるさと和歌山食週間」の
普及啓発
（毎月第3月曜からの1週間）

食育推進の一環として、直売所、量販店等における地場産
物利用拡大の取組を重点的に推進

・飲食店、スーパー、ＪＡ直売所における地場産物のＰＲ
　及び利用促進
・のぼり、ポスター等による消費者への周知
　「ふるさと和歌山食週間」推進店舗登録状況：91店舗

・飲食店、スーパー、ＪＡ直売所における地場産物のＰＲ
　及び利用促進
・のぼり、ポスター等による消費者への周知
　「ふるさと和歌山食週間」推進店舗登録状況：91店舗

果樹園芸課

2

農業改良普及総合推進事業
（地産地消推進事業）

農産物直売所等において農業者が行う地産地消の取組に
対する支援を行い、農業者と消費者がお互い顔の見える
関係を構築し、消費者の農業及び地域農産物への理解の
促進を図る

農作物の加工実習（みそづくり等）を小学校１校、中学校1
校で実施した。

一般消費者向けに地域農産物を使った料理レシピの紹介
を行った（海南市1回）。
学校での農作物の加工実習（みそづくり、こんにゃくづくり、
ジビエ調理）を実施した（小学校3校）。

経営支援課

3

「魚の骨を知って、楽しくおいし
く食べよう」

子供たちに魚の骨自体に興味を持たせ、骨付き魚を好き
になってもらうための出前授業等を実施

○出前授業の実施
　魚の骨の構造や骨付き魚の上手な食べ方等を教え、魚
を丸ごと一匹食べる出前授業を12月～2月までの期間で実
施
　12月末までに小学校8校、児童349名を対象に実施

○出前授業の実施
　魚の骨の構造や骨付き魚の上手な食べ方等を教え、魚
を丸ごと一匹食べる出前授業を12月～2月までの期間で実
施
　2月末までに13校、児童564名を対象に実施

水産振興課
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②体験活動を通した食の学習の推進

事業・取組名 内　　　容 実施状況（4月～12月） 実施状況（1月～3月） 課室名

1

青少年の家における取組 青少年の家において、地域に伝わる食品作りや野外炊飯
等の過程を通して、食文化への理解や食べ物を大切にす
る心を育む等の取組を実施

◯県立紀北青少年の家
　・利用団体への野外炊事指導（随時）
　・募集型自主事業の中での野外炊事：5回
　・ピザ作り：1回
　・ケーキ作り：1回
　・焼き芋作り：1回
　・バームクーヘン作り：1回

◯県立白崎青少年の家
　・利用団体への野外炊事指導（随時）
　・募集型自主事業の中での野外炊事：4回
　・郷土料理作り：1回
　・ケーキ作り：1回
　・ピザ作り：1回（中止1回）

◯県立潮岬青少年の家
　・利用団体への野外炊事指導（随時）
　・募集型自主事業の中での野外炊事：5回
　・バーベキュー：2回
　・ケーキ作り：1回
　・ピザ作り：1回

◯県立紀北青少年の家
　・利用団体への野外炊事指導（随時）
　・募集型自主事業の中での野外炊事：1回
　・ピザ作り：1回

○県立白崎青少年の家
・利用団体への野外炊事指導（随時）
・募集型自主事業での野外炊事：1回
・餅つき1回

◯県立潮岬青少年の家
 ・利用団体への野外炊事指導（随時）

青少年・男女共
同参画課

2

食育実践地域活動支援事業
（再掲）

地域特性を活かした体験や交流等を通じ、県民自らが食
について判断できるようにするための食育推進事業を実施
第3次和歌山県食育推進計画に基づく、新たな取組を実
施

実施主体
わかやま農業協同組合、和歌山県漁業士連絡協議会、紀
の里農業協同組合、ありだ農業協同組合

実施主体
わかやま農業協同組合、和歌山県漁業士連絡協議会、紀
の里農業協同組合、ありだ農業協同組合

果樹園芸課

3

農業改良普及総合推進事業
（農業教育推進事業）

学校等に対して、地域の農業者等と連携し、農業体験学
習等の機会を設けることで、学童等の農業と食に関する理
解促進を図る

児童等を対象に農作業体験や農業に関する講義を実施

実施校数　41校
（小学校37校、中学校3校、保育園等１校）

実施校数　3校
（小学校3校）

経営支援課

4

青少年水産教室 漁業関係者（漁業士、漁協青年協議会等）と県水産業普
及指導職員が連携して、漁業に関する体験学習や漁具、
漁法について講義、漁港での見学、稚魚の放流等の実施

小学生等を対象に魚の放流体験、漁業についての学習等
を実施
対象：園児、小学生
実施回数：１８回
参加者数：５１７名

水産振興課
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③食品関連事業者等と連携した食育の推進　

事業・取組名 内　　　容 実施状況（4月～12月） 実施状況（1月～3月） 課室名

1

循環型社会の構築 食品ロス、食品廃棄物の発生抑制（リデュース）等の取組を
行い、循環型社会の推進を図る

・ホームページ、県公式ＳＮＳによる啓発・情報提供
・啓発用物品の配布
・「出張！県政おはなし講座」等にて食品ロス削減につい
ての講義を実施
　　実施回数：6回
　　参加者数：288名
・ラジオ番組での広報

・ホームページ、県公式ＳＮＳによる啓発・情報提供
・ラジオ番組での広報
・「出張！県政おはなし講座」等にて食品ロス削減につい
て講義実施
　　実施回数：1回
　　参加者数：52名
・R6.1.30より、食品ロス削減に取り組む事業者の登録制度
開始

循環型社会推進
課

2

わかやま産品応援店の登録推
進

県産品の良さを消費者に積極的にＰＲするため、県産品を
取り扱う登録店舗（小売店、飲食店）の拡大

・新規登録店舗12店舗 ・食ツーリズム、応援店、ポンチの
WEBサイトを活用し、産品の魅力を発信

・応援店舗情報の更新
・食ツーリズム内に応援店を巡る新たなモデルコースを作
成

食品流通課

3

わかやまポンチのお店等登録
推進

和歌山の果実を使ったご当地スイーツ「わかやまポンチ」を
提供する登録店舗の拡大

・わかやま産品応援店の新規登録の際にわかやまポンチ
登録店舗の加盟を推進

・わかやまポンチ加盟店舗情報の更新
・食ツーリズム内にわかやまポンチ加盟店も含めた新たな
モデルコースを作成
・外食産業への食材提案時にわかやまポンチを紹介

食品流通課

④食の安全・安心に関する知識の啓発

事業・取組名 内　　　容 実施状況（4月～12月） 実施状況（1月～3月） 課室名

子育て世代（小学１年生の保護者等）をターゲットとして、
食の安全・安心に関する総合的な情報を提供

・食の安全・安心に関する啓発パンフレットを作成し、パン
フレット配付による情報提供を実施
配付小学校数：244校

食品・生活衛生
課

小学校の教職員等をターゲットとして、食の安全・安心に関
する総合的な情報を提供

食の安全・安心に関する啓発パンフレットを作成し、パンフ
レット配付による情報提供を実施
配付小学校数：244校

食品・生活衛生
課

1

食の安全・安心に係る情報の提
供
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事業・取組名 内　　　容 実施状況（4月～12月） 実施状況（1月～3月） 課室名

2

和歌山県生鮮食品生産衛生管
理システム認証制度

県内の生産現場における生産者等の自主的な衛生管理を
推進し、その衛生管理システムを認証することで、より安全
な生産物の供給と消費者の生鮮食品に対する安心・信頼
につなげていく

生鮮ＨＡＣＣＰについて、次のとおり認証
・マダイ（更新）：１件

認証取得を希望するナマズ養殖業者（１件）に対して、認証
審査会を開催

生鮮ＨＡＣＣＰについて、次のとおり認証
・ナマズ（更新）：１件

認証更新を希望するマダイ養殖業者に対して助言：２業者

食品・生活衛生
課

3

食の安全リスクコミュニケーショ
ンの推進

食品のリスクについて、消費者・事業者など関係者相互間
における幅広い情報や意見の交換を行うことにより、信頼
関係を築く

小学生児童及び子育て世代を対象とした「食の安全親子
教室～食品工場へ行ってみよう～」を開催
参加者数：親子13組（29名）

・食の安全意見交換会の開催
  実施日：令和6年2月15日　参加者数：20名

食品・生活衛生
課

4

流通・販売段階における衛生管
理マニュアルの導入促進

フードチェーン全体における食の安全の確保のため、「流
通・販売段階における衛生管理マニュアル」の導入を促進
し、流通・販売における衛生管理の向上を図る

・届出対象事業者への届出制度の周知
・県民に対し、届出制度及び届出事業者の衛生管理の取
組について周知

・届出対象事業者への届出制度の周知
・県民に対し、届出制度及び届出事業者の衛生管理の取
組について周知

食品・生活衛生
課

5

食の安全サポーターの育成・活
用

食の安全に関し、地域で正しい知識を普及してもらう食の
安全サポーターを育成・活用

サポーター通信の配付：1回
LINE投稿：13回
活動報告：１回

サポーター通信の配付：1回
LINE投稿：4回
活動報告：１回

食品・生活衛生
課

6

食品表示推進者育成 食品表示に関する知識を有する食品表示推進者を育成す
るため、表示講習会を開催し、県内食品事業者における積
極的な適正表示の取組を促進

食品表示推進者育成講習会の開催
実施箇所：5か所＋Web開催1回
参加者数：187名

コンプライアンスに関する講習会の開催(Web）
実施日：令和6年3月5日　参加者数：99名

食品・生活衛生
課

7

和歌山県HACCPシステム認証
制度

コーデックスＨＡＣＣＰに取り組んでいる食品事業者を認証
する

認証施設数
新規：4
累計：45

認証施設数
R5新規：8
累計：49

食品・生活衛生
課

8

食品衛生監視体制の充実 県民の食の安全確保を図るため、「和歌山県食品衛生監
視指導計画」に基づき、食品製造施設等への立入検査や
流通食品の検査を重点的かつ効果的に実施

食品衛生監視実施率：32.4％（9月末）
食品検査：988検体

食品衛生監視実施率：78.1％（3月末）
食品検査：1,208検体

食品・生活衛生
課
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事業・取組名 内　　　容 実施状況（4月～12月） 実施状況（1月～3月） 課室名

9

食品表示の適正化推進 食品表示法等に基づく食品表示制度の普及・啓発により
表示の適正化を図る

・食品表示ウォッチャー29名の設置
・農産物直売所に対する監視指導
・農産物直売所食品表示講習会の開催：3回

食品・生活衛生
課

10

いわゆる健康食品の安全対策 いわゆる健康食品に起因する健康被害を防止するため
に、県内の健康食品製造事業者を対象に関係法令、品
質・衛生管理等の研修会を開催するとともに、県民参加型
意見交換会を開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　引き続き県内に流通する健康食品の成分検
査等を実施し、県民に適切な商品が選択できるよう情報提
供

・パンフレットやＨＰ等による県民への情報提供
・「出張！県政おはなし講座」にて健康食品に関する講座
を実施
実施日：令和5年６月８日（木）
実施場所：プラザホープ
テーマ：～知っておきたい「健康食品」と「食品表示」につ
いて～
・令和5年度生活教養講座にて健康食品に関する講座を
実施
実施日：令和5年10月18日（水）
実施場所：県消費生活センター
テーマ：知っておきたい「健康食品」と「食品表示」

・健康食品の成分検査の実施
・健康食品製造業者研修会の開催：1回

食品・生活衛生
課

11

消費者への情報発信 消費生活の情報誌「くらしのとびら」において食育に関する
情報提供、啓発等を実施

くらしのとびら2023冬号において、食品ロス及び減らすため
の取組について周知啓発を実施

県民生活課
（県消費生活セ
ンター）

（５）食文化の継承にむけた食育の推進　　

①地域の特色ある食文化の理解と伝承　

事業・取組名 内　　　容 実施状況（4月～12月） 実施状況（1月～3月） 課室名

1

食育実践地域活動支援事業
（再掲）

地域特性を活かした体験や交流等を通じ、県民自らが食
について判断できるようにするための食育推進事業を実施
第3次和歌山県食育推進計画に基づく、新たな取組を実
施

実施主体
一般社団法人 和歌山県調理師会、紀の里農業協同組
合、伊都地方農業振興協議会、有田川町

実施主体
一般社団法人 和歌山県調理師会、紀の里農業協同組
合、有田川町

果樹園芸課

2

魚食普及活動 漁業関係者（漁業士、漁協青年協議会等）と連携して、魚
の触れあい体験や魚料理調理指導・試食を実施すること
で、児童・生徒の県内水産物や水産業への理解促進を図
る

小学生等を対象に漁業の説明、お魚タッチ、チリメンモンス
ター探し、漁船・漁港施設見学等を実施
対象：園児、小学生、中学生
実施回数：１７回
参加者数：５８１名

水産振興課

3

鯨食文化の普及 鯨食文化への理解促進と鯨食文化の普及を目的として、
小学生を対象とした出前授業及び学校栄養士を対象とし
た鯨料理講習会を開催

○くじらフェアの実施
　捕鯨に対する県民の理解を深めるとともに、鯨食普及に
より消費拡大に繋ぐ目的としてくじら料理を提供

実施期間：
令和5年9月25日（月）～9月29日（金）
実施場所：
県庁北別館１階職員食堂（きいちゃん食堂）
料　　　理：
くじらとニラもやしのピリ辛みそ炒め定食・弁当

○くじら企画展の開催（一般財団法人日本鯨類研究所と共
催）
　水産資源としてのクジラ、日本人とクジラとの関わり、捕鯨
の歴史や鯨食を含む捕鯨文化について解説パネルや標
本を通して紹介

実施期間：
令和6年3月2日（土）～令和6年3月3日（日） 
実施場所：スーパーセンターオークワ　セントラルシティ和
歌山店

水産振興課
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②生産者と消費者の交流促進

③ボランティア活動等民間の取組への支援、表彰等

事業・取組名 内　　　容 実施状況（4月～12月） 実施状況（1月～3月） 課室名

1

消費者への情報発信 「令和５年度生活教養講座」において食育に関する講座を
実施

10月4日～10月25日に計4講座を和歌山市で開催
うち、1講座で食育関係を実施し、食の正しい知識と選ぶ力
について情報発信した
（テーマ：知っておきたい健康食品と食品表示）

県民生活課
（県消費生活セ
ンター）

2

在宅栄養士等の研修 地域において、食育の推進が着実に図られるように、栄養
指導に当たる管理栄養士等の資質向上を図るため研修会
等を開催

（1）対象：在宅栄養士等
（2）実施主体：各県立保健所
（3）実施回数：11回
（4）参加者数：83名

（1）対象：在宅栄養士等
（2）実施主体：各県立保健所
（3）実施回数：7回
（4）参加者数：212名

健康推進課

3

わかやま食育応援隊登録、情
報発信

食育活動を行うために、必要な知識・技術・経験をもち、食
育活動に協力・支援いただける個人、団体、企業を「わか
やま食育応援隊」として県に登録し、その情報をホーム
ページ等で広く提供することにより、学校や地域における
食育関係者による連携や継続的かつ主体的な食育活動の
展開を支援

通年募集 通年募集
登録状況：（令和6年3月末時点）
登録数：個人13、団体44、企業10

果樹園芸課

4

食育推進表彰式及び研修会 和歌山県食育推進会議において、食育に積極的に取り組
む個人、団体、企業等に対する表彰の実施、及び食育を
県民運動として展開することを目的とした研修会を開催

令和5年度和歌山県食育推進表彰式及び食育推進研修
会
日時：令和6年2月28日（水）
場所：和歌山県自治会館
受賞団体：日高川町生活研究グループ連絡協議会
　　　　　　 和歌山県立南部高等学校
　　　　　　 和歌山県立神島高等学校
研修会テーマ：
「今日からあなたもかるしお🄬ファミリー！
　減塩がおいしく・楽しく続けられるためのコツをご紹介」
参加者：約45名

果樹園芸課

和歌山県食育ひろば
県民の食育に対する意識を高めるため、行政、関係機関・
団体等の食育に関する各種情報をホームページを利用し
て総合的に発信
・食育関連行事紹介
・農林水産物を通じた食育・地産地消に関
　する情報
・わかやま食育応援隊に関する情報
・食育活動事例紹介　等

新着情報を随時更新し、情報発信 新着情報を随時更新し、情報発信 果樹園芸課

和歌山の水産物の旬や水揚げされる場所、食べ方、漁業
等をホームページを活用して紹介

和歌山の水産に関するデータを更新 水産振興課

5

ホームページによる食育情報発
信
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